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M
a
s
o
n
―
八
一
八
年
（
四
月
三
日
）

l
-
八
九
元
、年
（
七
月
十
四
日
）

メ
ー
ソ
ン
は
明
治
十
三
年
(
-
八
八

0
)
春
ま
だ
浅
い
三
月
二
日
横
浜
に
到
着
し

た
。
彼
の
履
歴
書
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
第
一
章
第

一
節
二
項
の

（
五
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。
住
い
は
本
郷
文
部
省
用
地
内
十
六
番
館
、
雇
人
は
コ
ッ
ク
の
松
浦
芳

蔵
一
家
（
四
人
）
と
車
夫
の
高
橋
金
次
郎
の
五
人
で
あ
る
(
『-音
衆
取
調
所
書
類
』
明
治

十
三
年
）
。

四
月
六
日
文
部
卿
主
催
に
よ
る
メ
ー
ソ
ン
の
歓
迎
晩
餐
会
が
文
部
省
内

修
文
館
で
催
さ
れ
、
文
部
卿
は
じ
め
高
官
十
五
名
と
メ
ー
ソ
ン

の
十
六
名
が
出
席
し

た
。
席
順
は
下
図
の
通
り
（
出
典
は
前
掲
書
類
）
。

メ
ー
ソ
ン
は
音
楽
取
調
掛
内
で
の
授
業
や
唱
歌
教
材
作
り
の
ほ
か
、
文
部
省
直
轄

学
校
で
あ
る
東
京
師
範
学
校
、
東
京
女
子
師
範
学
校
、
体
操
伝
習
所
お
よ
び
外
国
語
学

校
が
所
有
し
て
い
る
ピ
ア
ノ
と
、
学
習
院
の
ピ
ア
ノ
調
律
を
受
け
持
っ
た
。

こ
の
ほ

か
自
由
な
時
間
は
日
本
の
伝
統
音
楽
鑑
賞
と
そ
の
研
究
に
い
そ
し
み
、
ま
た
夏
・冬
の

(l
)
 

休
暇
に
は
北
海
道
、
日
光
、
関
西
方
面
へ
教
育
事
情
視
察
を
か
ね
て
旅
行
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
そ
の
資
料
は
今
回
扱
わ
な

い
が
文
書
綴
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

(

1

)

メ
ー
ソ
ン
は
明
治
十
四
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
「
保
養
ノ
タ
メ
陸
路
奥

州
街
道
ヲ
経
テ
日
光
へ
旅
行
」
と
い
う
届
け
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
日
光
で
は
当
地
の
小
学

校
で
唱
歌
の
指
導
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
「
晃
嶺
学
合
日
誌
（
抄
）
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
の
日
誌
に
は
同
年
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

「文
部
省
御
雇
架
人
メ
リ
ィ

ス
氏
井
大
学
予
備
門
教
師
神
田
乃
武
架
生
之
女
煎
名
当
校
江
出
頭
学

〔架〕

器
ヲ
持
参
生
徒

/
9
 

り
ー
ダ

ー／

J
 

戌

f＼
 

J
 

(ハ¥

単
疸
田
屏

睛
晦
五
蒻
碑
姉
凪

（
戦
¥
悔
五
）
一
溺
面
¥

（晉
留
雉
畜
訓
董
）
埠
祖
駆
島
田
三
郎
（
内
記
所
長
）

．

．

 
沿
袢贔

荼汁疇閉
一
頃

一
同
江
学
〔
架
〕
器
ヲ
弾
ジ
歌
ヲ
授
ケ
候
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
晃
嶺
学
舎
は
栃
木
県
の
現

日
光
市
立
日
光
小
学
校
で
、
こ
の
貴
重
な
日
誌

（抄
）
は
現
校
長
の
佐
藤
治
由
氏
よ
り
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
。

最
初
の
任
期
ニ
カ
年
の
契
約
は
十
五
年
三
月
三
十
一
日
で
満
了
と
な
る
。
そ
こ
で

伊
澤
修
二
は
十
五
年
一
月
、
さ
ら
に

二
年
間
の
契
約
を
文
部
省
へ
上
申
し
た
。

御
傭
音
楽
教
師
メ
ー
ソ
ン
氏
傭
継
二
関
ス
ル
上
申
書

音
楽
教
師
メ
ー
ソ
ン
儀
当
掛
設
立
以
来
音
楽
上
之
事
項
取
調
―
―
付
精
々
喝
力

候
ハ
勿
論
諸
学
校

二
唱
歌
実
施
二
付
テ
ハ
自
ラ
両
師
範
学
校
生
徒
ヲ
教
授
シ
且

当
掛
伝
習
人
等
―
ー
ハ
洋
琴
井
唱
歌
之
科
ヲ
伝
習
致
シ
且
其
余
暇
ヲ
以
テ
伶
人
等

加
沼
劫
茸
}

¥
五
園
―
―
―

一
祠
函
守
四

1 ~田口 l暉
（｛囮訊匝幽）

中
村
正
直

鴨
池
宣
之

メ
ー
ソ
ン

加
藤
弘
之
（
東
京
大
學
総
理
）

内
村
良
蔵

久
保
田
誤

（入口）
ー
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二
管
絃
楽
伝
習
致
シ
侯
等
早
朝
ヨ
リ
日
暮
二
至
ル
マ
デ
殆
ド
間
断
ナ
ク
其
業
務

ニ
勉
励
致
シ
候
次
第
ニ
テ
通
常
之
人
物
二
三
人
之
事
業
ヲ
一
人
ニ
テ
担
当
致
居

候
卜
申
候
モ
敢
テ
過
言
ニ
ハ
有
之
間
布
卜
被
存
候
。

右
ノ
如
ク
全
ク
其
心
カ
ヲ
傾
尽
シ
テ
従
事
致
居
候
二
付
事
々
皆
信
切
懇
到
二

赴
キ
自
ラ
事
業
ノ
挙
蹟
モ
著
ク
相
見
へ
現
今
二
至
リ
テ
ハ
女
子
師
範
学
校
生
徒

井
当
掛
伝
習
人
ノ
唱
歌
井
弾
琴
ノ
如
キ
ハ
其
純
良
秀
絶
ナ
ル
屡
内
外
国
人
等
之

驚
嘆
ヲ
来
セ
シ
程
ノ
事
二
有
之
侯
゜

将
又
音
楽
上
之
事
項
二
就
テ
ハ
時
々
当
掛
ノ
委
嘱
二
応
ジ
音
律
調
和
之
理
ヲ

講
ジ
又
ハ
彼
我
音
律
之
異
同
ヲ
精
査
シ
且
本
邦
在
来
之
歌
曲
二
和
声
ヲ
附
シ
若

ク
ハ
本
邦
之
名
歌
格
言
等

二
和
唱
ス
ベ
キ
楽
譜
ヲ
製
シ
候
等
皆
与
リ
テ
功
績
不

少
事
二
御
坐
候
。

前
條
申
陳
之
次
第
二
有
之
候
故
向
後
両
三
年
間
同
氏
ヲ
使
用
相
成
候
ハ
ゞ
曾

テ
御
設
立
ノ
音
楽
取
調
掛
之
事
業
モ
必
ズ
相
挙
リ
他
日
省
意

二
報
ズ
ベ
キ
之
期

可
相
至
被
存
候
。
然
ル
処
同
氏
儀
ハ
来
二
月
傭
満
期
二
候
故
兼
テ
政
府
之
御
旨

意
モ
有
之
該
期
限
リ
御
傭
止
メ
可
相
成
儀
卜
被
存
侯
得
共
前
条
之
次
第
二
付
今

更
同
氏
相
去
リ
候
様
相
成
候
上
ハ
未
ダ
本
邦
人
ニ
テ
其
事
業
ヲ
継
続
シ
得
ベ
キ

者
無
之
二
付
是
迄
順
序
相
運
来
候
事
業
モ
所
謂
九
匁
之
効
一
簑
ヲ
欠
キ
候
理
二

テ
到
底
水
泡
二
帰
ス
ベ
キ
次
第
、
実
以
遺
憾
之
至
二
候
条
出
格
之
御
詮
議
ヲ
以

テ
来
―
―
月
ョ
リ
向
―
―
年
間
従
前
之
給
料
二
月
額
五
十
円
増
給
相
成
銀
貨
三
百
円

ヲ
以
テ
御
傭
継
相
成
候
様
致
シ
度
、
然
ル
上
ハ
猶
一
層
取
調
之
方
法
等
夫
々
整

頓
イ
タ
シ
右
期
間
内
ニ
ハ
助
教
又
ハ
伝
習
人
中
同
氏
之
事
業
ヲ
継
続
シ
得
ベ
キ

モ
ノ
輩
出
可
致
随
テ
同
氏
帰
国
二
際
シ
候
テ
モ
本
邦
人
ヲ
以
将
来
音
架
取
調
井

唱
歌
実
施
之
事
業
等
拡
張
致
シ
候
様
可
相
成
卜
被
存
候
条
至
急
御
裁
可
相
成
度

此
段
相
伺
候
也
。

（原
資
料
は
長
野
県
上
伊
那
郷
土
館
蔵
。
『
伊
澤
修
二
選
集
』
昭
和
三
十
三
年
、
二
七
三
l
四
頁
）

幅
岡
孝
弟
文
部
卿
か
ら
は
、
伊
澤
の
上
申
書
よ
り
四
カ
月
前
、
十
四
年
九
月
に
太

政
大
臣
三
條
賓
美
あ
て
、
メ
ー
ソ
ン
の
再
契
約
案
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
文
部
卿
は

こ
の
案
の
中
で
取
調
事
業
を
促
進
さ
せ
た
メ
ー
ソ
ン
の
業
績
を
た
た
え
た
あ
と
、
経

費
節
減
の
達
し
に
よ
っ
て
開
始
し
た
同
掛
で
あ
っ
た
か
ら
満
期
後
は
再
契
約
を
し
な

い
よ
う
音
楽
取
調
掛
に
申
し
入
れ
て
お
い
た
の
だ
が
、
唱
歌
教
育
の
必
要
か
ら
特
別

の
お
取
り
計
ら
い
を
も
っ
て
ご
返
答
い
た
だ
き
た
い
と
言
及
し
て
い
る
。

ル
ー
サ
ル
、
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
、

メ
ー
ソ
ン
傭
継
之
件
伺

嘗
省
雇
教
師
米
國
人
ル
ー
サ
ル
、
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
、
メ
ー
ソ
ン
儀
去
ル
十
三

年
三
月
以
来
校
業
用
唱
歌
井
音
楽
取
調
之
事
業
委
嘱
致
置
侯
虞
日
夜
畢
勉
其
業

務
二
従
事
シ
既
二
我
國
小
學
校
ノ
教
科
二
適
ス
ヘ
キ
唱
歌
敷
十
曲
ヲ
撰
定
シ
我

國
音
ヲ
用
ヒ
テ
之
ヲ
東
京
師
範
學
校
及
東
京
女
子
師
範
學
校
小
學
生
徒
等
二
施

行
シ
又
将
来
小
學
校
唱
歌
教
員
志
願
之
者
二
唱
歌
井
音
楽
教
授
ノ
方
法
等
ヲ
授

ケ
且
我
伶
人
等
ニ
モ
管
絃
楽
ヲ
博
習
致
候
等
一
人
ニ
シ
テ
殆
ン
ト
通
常
ノ
人
物

二
三
人
二

営
ル
可
キ
事
業
ヲ
捐
任
シ
竜
モ
倦
厭
J
状
ナ
ク
其
心
カ
ヲ
傾
盛
シ
テ

従
事
致
居
候
ョ
リ
今
日
二
至
リ
テ
ハ
其
畢
蹟
モ
著
シ
ク
相
見
へ
候
然
ル
虞
客
年

中
営
省
経
費
減
額
之
御
達
有
之
且
正
貨
定
額
十
萬
圏
二
被
定
候
二
付
非
常
之
時

二
際
シ
非
常
ノ
節
減
ヲ
行
フ
目
的
ヲ
以
テ
右
メ
ー
ソ
ン
ノ
如
キ
モ
来
十
五
年
三

月
雇
満
期
二
付
爾
後
傭
止
之
目
途
相
立
即
チ
其
旨
開
申
致
置
候
次
第
二
有
之
侯

然
ル
ニ
右
唱
歌
井
音
架
ノ
事
タ
ル
人
ノ
意
向
ヲ
正
フ
シ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ノ
要

具
ニ
シ
テ
最
モ
子
弟
ノ
勧
善
二
切
ナ
ル
ヲ
以
テ
我
國
楽
卜
欧
洲
榮
ト
ヲ
折
衷
シ

精
ヲ
揮
ヒ
英
ヲ
取
リ
特
二
今
日
ノ
教
育
二
適
ス
ル
者
ヲ
撰
定
候
義
二
付
固
ヨ
リ

容
易
二
速
成
ヲ
期
ス
ヘ
キ
者
二
無
之
乍
去
昨
年
非
常
ノ
節
減
被
仰
出
候
節
ヨ
リ
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（『回
議
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
ー
十
五
年
六
月
下
）

〔手
書
き〕

来
三
月
二
至
リ
候
ヘ
ハ
急
増
整
頓
二
可
及
見
込
相
立
居
候
得
共
元
来
創
立
之
事

業
二
有
之
向
後
本
邦
人
而
已
ニ
テ
継
績

ス
ル
事
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ニ
至
テ
ハ
何
分

確
乎
タ
ル
目
途
難
相
立
萬
一
基
礎
僅
二
成
テ
間
モ
ナ
ク
類
敗
候
様
―
ー
テ
ハ
実
ニ

遺
憾
J
至
二
堪
ヘ
ス
候
望
ム
所
ハ
右
メ
ー
ソ
ン
ヲ
シ
テ
満
期
後
当

一
ケ
年
モ
引

績
キ
従
事
セ
シ
メ
候
ヘ
ハ
今
日
ノ
基
礎

ハ
十
分
完
定
シ
同
人
帰
國
ノ
後

二
至
リ

テ
モ
果
シ
テ
之
ヲ
維
持
撰
張
候
様
可
相
成
哉
卜
存
候
尤
同
人
義
ハ
従
来
一
ヶ
月

銀
貨
弐
百
五
拾
圃
ノ
給
料
二
有
之
処
即
今
正
貨
濫
費
ヲ
防
ク
ハ
政
府
二
於
テ
深

キ
御
趣
意
モ
有
之
義
二
候
ヘ
ハ
更
二
條
約
ヲ
改
メ
来
十
五
年
三
月
一
日
ヨ
リ
向

一
ケ
年
間
傭
継
キ
期
限
中
其
時
ミ
ノ
銀
貨
現
相
場
ヲ
以
率
ト
シ
一
ヶ
月
銀
貨
弐

百
五
十
圏
二
代
ル
所
ノ
紙
幣
ヲ
以
月
ミ
給
与
候
様
致
度
且
右
金
額
ハ
営
省
経
費

中
他
ノ
費
目
二
非
常
ノ
節
減
ヲ
加
へ
流
用
支
辮
可
致
見
込
二
候
条
特
別
之
御
評

巖
ヲ
以
至
急
御
允
可
相
成
度
此
段
相
伺
候
也

明
治
十
四
年
九
月
廿
九
日

太
政
大
臣
―
―
一
條
賓
実
美
殿

伺
J
趣
聞
届
候
事

明
治
十
四
年
十
月
二
十
八
日

三
條
太
政
大
臣
か
ら
は
一
カ
月
後
の
十
月
二
十
八
日
に
「
伺
の
趣
聞
届
候
事
」
と

い
う
回
答
を
得
て
十
六
年
三
月
ま
で
の
契
約
が
成
立
し
た
。
左
記
の
条
文
は
伊
澤
修

二
と
メ
ー
ソ
ン
が
十
四
年
十
一
月
に
と
り
交
し
た
も
の
で
あ
る
。

音
楽
取
調
掛
長
文
部
省
書
記
官
伊
澤
修
二
第
一
方
ニ
ア
リ
合
衆
國
人
ル
ー
サ

ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
卜
取
結
フ
條
約
左
ノ
如
シ 文

部
省
輻
岡
孝
弟

二
日
ョ
リ
向
一
ケ
年
間
音
楽
校
音
架
教
師
二
任
ス
ベ
シ

前
文

ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
給
料
ト
シ
テ
銀
貨

第
三
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
存
職
中
居
家
及
厩
無

賃
ニ
テ
貸
渡

ス
ベ
シ
若
居
家
貨
渡
サ
ヽ
ル
ト
キ
ハ
家
賃
ト
シ
テ
一
月
日
本
通
貨

三
十
圏
ヲ
請
取
ベ
シ
尤
家
具
食
料
僕
婢
車
馬
等
ハ
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン

グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ノ
自
費
タ
ル
ベ
シ

但
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
二
居
家
貸
渡
ス
ニ
於
テ
ハ
第

一
方
ノ
者
ョ
リ
相
嘗
ノ
修
理
ヲ
加
フ
ベ
シ
ト
雖
モ
内
部
ノ
模
様
替
或
公
噌
築

J
如
キ
ハ
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ヨ
リ
請
求
ス
ト
雖
モ

之
ヲ
為
サ
、

9

ル
ベ
シ

音
楽
校
教
授
ノ
時
間
順
序
ヲ
定
ム
ル
ノ
櫂
ハ
第
一
方
ノ
者
二
在
ル

ベ
シ
左
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
一
日
五
時
間
以
上
或
ハ

日
曜
日
二
教
フ
ル
ヲ
要
セ
サ
ル
ベ
シ

第
五
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ

其
所
管
ノ
授
業
上

ノ
件
二
就
テ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
第
一
方
ノ
者
へ
其
意
見
ヲ
陳
述
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
而

シ
テ
其
裁
決
ノ
櫂
ハ
第
一
方
ノ
者
二
在
ル
ベ
シ

第
六
條

前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
其
職
ヲ
怠
リ
或
ハ
品

行
不
正
ナ
ル
カ
或
ハ
音
楽
校
ノ
規
制
ヲ
遵
守
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
此
條
約
ヲ
廃
シ
其

翌
日
ヨ
リ
給
料
渡
サ
ヽ
ル
ベ
シ

第
七
條
前
文
ル

ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
病

二
罹
リ
四
十
日
間

引
績
其
職
ヲ
務
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
爾
後
給
料
四
分
一
ヲ
請
取
ル
ベ
シ
若

病
痰
ス
ル
ノ
日
ヨ
リ
三
ヶ
月
ヲ
綬
テ
尚
其
職
二
復
ス
ル
事
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
此

第
四
條

二
百
五
十
園
卜
同
債
ノ
紙
幣
ヲ
毎
月
末
二
請
取
ル
ヘ
シ

第
二
條

第
一
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
明
治
十
五
年
三
月
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條
約
ヲ
啜
シ
其
翌
日
ヨ
リ
給
料
渡
サ
ヽ
ル
ベ
シ

第
八
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
若
自
己
ノ
都
合
二
因

リ
此
條
約
ヲ
満
期
前
二
解
約
ヲ
請
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
少
ク
モ
八
ヶ
月
前
二
之
ヲ

第
一
方
ノ
者
二
通
知
ス
ル
ト
キ
ハ
解
約
ス
ル
事
ヲ
得
ベ
シ

第
九
條
第
一
方
ノ
者
若
自
己
ノ
都
合
二
因
リ
此
條
約
満
期
前
二
前
文
ル
ー

サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
ヲ
解
約
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
残
期
ノ
給
料

ノ
半
額
ヲ
渡
シ
テ
解
約
ス
ル
ノ
櫂
ア
ル
ベ
シ

第
十
條
前
文
ル
ー
サ
ル
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
メ
ー
ソ
ン
氏
此
條
約
満
期
ノ
節
再

約
セ
サ
ル
ト
キ
及
第
七
條
及
第
九
條
ノ
旨
趣
二
因
テ
解
約
ス
ル
ト
キ
ハ
蹄
程
旅

費
ト
シ
テ
四
百
五
拾
園
日
本
貿
易
壱
園
銀
ヲ
以
テ
渡
ス
ベ
シ
若
此
他
ノ
條
款
二

因
テ
其
職
ヲ
止
ル
ト
キ
ハ
前
文
旅
費
ヲ
受
取
ル
ノ
櫂
ナ
カ
ル
ベ
シ

明
治
十
四
年
十
一
月
日
（
千
八
百
八
十
一
年
十
一
月

音
架
取
調
掛
長

文
部
省
書
記
官
伊
澤
修
二

合
衆
園
人
ヱ
ル
、
タ
ブ
ユ
ー
、

メ
ー
ソ
ン
〔
手
害
き
〕

(
『
昔
監
経
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上
）

十
五
年
(
-
八
八
二
）
六
月
、
メ
ー
ソ
ン
は
文
部
卿
へ
賜
暇
帰
国
願
い
を
申
し
出

た
。
理
由
は
ア
メ
リ
カ
で
著
述
し
た
音
楽
教
科
書
な
ら
び
に
掛
図
を
改
訂
す
る
た
め

で
、
も
し
放
っ
て
お
け
ば
廃
物
同
様
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
の
改
訂
の
仕
事
を

す
る
期
間
と
し
て
七
月
中
旬
か
ら
七
、
八
カ
月
の
賜
暇
が
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

〔
メ
ー
ソ
ン
の
賜
暇
帰
国
願
〕

謹
呈
陳
者
今
般
不
得
止
事
故
出
来
候
二
付
其
詳
細
左
二
具
状
候
条
特
別

二
御

詮
厳
ヲ
奉
御
度
候

日）

閣
下

文
部
卿
殿

イ
ル
、

ダ
ブ
リ
ュ
ー
、

抑
方
今
米
國

一
般
二
行
レ
候
唱
歌
教
科
書
及
ビ
掛
圏
之
儀
ハ
私
嘗
テ
編
撰
仕

候
モ
ノ
ニ
有
之
候
処
該
書
及
ビ
掛
圏
ノ
儀
ハ
稜
行
後
既

二
十
ケ
年
ノ
星
霜
ヲ
閲

シ
候
処
爾
後
未
ダ
校
正
侯
儀
無
之
然
ル
ニ
今
日
諸
校
一
般
音
楽
教
育
ノ
進
歩
ヲ

占
メ
随
而
該
書
類

□□
l

悉
皆
校
正
ヲ
要
シ
若
シ
今
且
ぬ
ヲ
校
正
セ
サ

レ
バ
永
ク

麿
物
二
属
曰
候
儀
二
有
之
因
テ
該
書
類
発
賣
人
ハ

不
申
及
諸
友
人
ヨ
リ
モ
至
急

帰
国
致
シ
該
書
類
校
正
候
様
頻
リ
ニ
申
来
リ
候
儀
モ
有
之
若
シ
今
日
因
循
致
シ

右
校
正
二

着
手
不
仕
候
ハ
ヽ
他
人
ノ
新
著
績
出
致
シ
該
書
類
及
ヒ
掛
圏
ノ
儀
ハ

悉
ク
廃
物
卜
相
成
候
儀
必
然
存
候
然
ル
上
ハ
従
是
十
五
ケ
年
乃
至
二
十
ケ
年
間

一
ケ
年
殆
ト
ニ
千
弗
ノ
歳
入
ヲ
損
失
候
條
二
相
成
此
事
一
身
二
取
リ
候
而
ハ
後

来
家
族
ヲ
維
持
候
目
途
二
関
シ
不
容
易
儀
二
御
座
候

就
テ
ハ
前
顕
ノ
目
的
ヲ
達
候
為
来
ル
七
月
上
旬
若
ク
ハ
中
旬
ヨ
リ
七
八
ヶ
月

間
賜
暇
相
成
候
様
奉
願
候
実
二
方
今
之
御
用
筋
モ
不
顧
妄
二
賜
暇
相
願
候
儀
ハ

甚
以
遺
憾
二
不
堪
儀
二
奉
存
候
尤
モ
来
学
期
中
諸
校
授
教
ノ
儀
ハ
助
教
員
ニ
テ

聯
モ
差
支
無
之
且
本
掛
洋
琴
伝
習
ノ
儀
モ
永
井
氏
及
ビ
其
他
ノ
助
手
ヲ
以
テ
更

二
差
支
等
無
之
儀
卜
相
心
得
候

因
テ
来
ル
千
八
百
八
十
三
年
一
月
若
ク

2
一
月
迄
賜
暇
之
儀
若
シ
御
許
団
相

成
候
ハ
ヽ
該
時
日
二
至
リ
幸
二
健
康
ヲ
享
ケ
候
二
於
テ

ハ
尚
音
楽
教
育
ノ
為
新

材
料
ヲ
採
集
シ
屹
度
帰
菌
口
盆
ミ
此
事
業
大
成
ノ
為
鞠
[
口
]
可
仕
卜
奉
存
候

前
顕
特
別
之
御
詮
儀
ヲ
以
テ
願
意
御
聞
届
相
成
候
ハ
ヽ
生
前
之
大
幸
何
事
不

過
之
伏
テ
御
仁
典
奉
仰
候
頓
首
再
拝

〔手
書
き
〕

（『
昔
監
経
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上
）

メ
ー
ソ

ン
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岡
倉
覺
三

粛
啓
貴
下
米
國
二
於
テ
著
述
致
サ
レ
候
音
楽
書
井
掛
圏
訂
正
ノ
為
メ
賜
暇
ヲ
請
ハ

レ
候
儀
二
付
御
送
翰
ノ
趣
篤
□
□
□
□致
候
目
下
肝
要
ノ
場
合
二
於
テ
園
[~
事

業
ヲ
止
メ
ラ
ル
、
ハ
甚
遺
憾
ノ
至
リ
l
~

モ
貴
下
ノ
情
実
誠
二
止
ム
可
ラ
ザ

ル
ヲ
―
一
七
八
ヶ
月
間
賜
暇
ノ
儀
貴
意
二
任
ス
ヘ
キ
事

二
決
定
致
候
尤
モ

按

音
架
取
調
掛
長

営
省
雇
米
國
人
ル
ー
サ
ル
。
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
。
メ
ー
ソ
ン
儀
嘗
テ
著
述
セ
シ

音
楽
書
井
二
掛
圏
等
今
日
訂
正
ヲ
要
ス
ル
場
合
二
至
リ
帰
國
ノ
上
其
訂
正
二
着

手
不
致
候
テ
ハ
非
常
ノ
不
都
合
ヲ
醸
シ
候
次
第

二
付
来
ル
七
月
上
旬
若
ク
ハ
中

旬
ヨ
リ
向
フ
七
八
箇
囲
間
賜
暇
相
成
度
旨
伺
出
候
二
付
調

□ロ
ロ
]
二
右
帰
國
ヲ

要
ス
ル
事
情
ハ
全
ク
止
ム
図
得
サ
ル
儀
二
有
之
且
ッ
同
人
受
持
授
業
ハ
賜
暇
中

音
楽
取
調
掛
助
教
ニ
テ
捲
嘗
相
叶
ヒ
候
趣
二
有
之
且
又
同
氏
ノ
如
キ
ハ
来
航
以

来
其
業
二
勉
勘
シ
生
徒
ヲ
進
歩
ノ
域
二
導
キ
功
努
実

二
勘
シ
ト
セ
ス
初
テ
特
別

ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
右
賜
暇
ノ
儀
御
聴
許
相
成
可
然
哉
尤
モ
同
人
條
約
ハ
来
ル
十

六
年
三
月
二
満
期
二
付
若
シ
伺
出
ノ
通
リ
同
二
月
二
帰
朝
候
テ
ハ
綾
ニ
―
ヶ
月

ア
ル
而
已
ニ
テ
其
利
益
ハ
僅
少
ナ
ル
ヘ
シ
就
テ
ハ
同
氏
雇
継
ノ
儀
緊
要
二
候
へ

ト
モ
今
日
之
ヲ
確
定
相
成
難
キ
儀
卜
存
侯
又
同
氏
再
度
来
航
ノ
有
無
ハ
健
康
其

他
ノ
事
情
ニ
ョ
リ
之
モ
確
定
シ
難
キ
モ
ノ
ニ
付
若
シ
執
与
ニ
テ
モ
差
支
ヘ
ア
ル

ト
キ
ハ
遅
ク
モ
賜
暇
満
期
前
三
月
先
チ
テ
報
知
ノ
儀
御
取
極
相
成
候
ハ
ヽ
便
宜

ノ
儀
卜
存
候
条
左
按
ノ
通
リ
同
人
へ
御
申
遣
相
成
可
然
哉
御
高
裁
候
也

明
治
十
五
年
六
月
廿
一
日

御
用
掛

賜
暇
ノ
時
期
ハ
一
千
八
百
八
十
二
年
七
月
上
旬
又
ハ
中
旬
ョ
リ
一
千
八
百
八
十

三
年

一
月
又
ハ
ニ
月
迄
ノ
中
御
随
意

二
御
取
極
有
之
度
候
併
貴
下
再
ヒ
日
本
へ

帰
航
ノ
成
否
ハ
健
康
及
其
他
ノ
事
情
二

関

ス
ル
事

二
有
之
且
帰
航
ノ
利
否
ハ
一

千
八
百
八
十
三
年
三
月
以
後
貴
下
ノ
條
約
即
チ
目
下
未
定
ノ
モ
ノ
ニ
関
ス
ル
事

二
有
之
候
故
爾
後
貴
下
―
―
於
テ
帰
航
ヲ
妨
ク
ヘ
キ
事
件
相
起
リ
候
ハ
ヽ
可
成
的

速
二
御
通
報
有
之
度
候
又
嘗
方
二
於
テ
貴
下
ノ
條
約
再
締
ヲ
妨
ク
ヘ
キ
事
件
相

起
侯
節
ハ
速
二
御
通
知
可
申
尤
双
方
其
通
知
ハ
必
ス
賜
暇
期
限
三
ヶ
月
前
二
取

計
フ
事

二
可
致
候
右
ノ
措
置

ハ
貴
下
ノ
便
二
遮
ス
ベ
ク
ト
翼
望
致
候
也
頓
首

明

治

十

五

年

六

月

二

十

二

日

文

部

卿

輻

岡

孝

弟

エ
ル
。
ダ
ブ
リ
ュ
ー
。
メ
ー
ソ
ン
殿

帰
国
決
定
後
の
資
料

帰
国
旅
費
の
申
請

〔
メ
ー
ソ
ン
氏
よ
り
申
出
書
翰
訳
文
〕

賜
暇
之
件
文
部
卿
二
於
テ
御
裁
可
相
成
候
二
付
條
約
面
二
明
文
有
之
候
ヘ
ト

モ
猶
ホ
帰
國
旅
費
下
賜
ノ
儀
御
省
二
於
テ
御
決
定
可
相
成
哉
之
趣
承
知
仕
候
右

下
賜
ノ
趣
ハ
今
般
一
先
事
業
ヲ
完
結
ス
ル
ニ
際
シ
御
省
ノ
厚
意
ヲ
證
ス
ル
ニ
足

ル
ヲ
以
テ
拙
者
二
於
テ
実
二
満
足
ノ
至
二
存
候
初
テ
右
金
額
表
向
貴
下
迄
請
求

致
候
ヘ
ト
モ
其
手
績
等
不
案
内
二
付
貴
下
二
於
テ
宜
敷
御
取
計
被
下
度
候
併
セ

テ
奉
職
中
貴
下
ノ
厚
意
ヲ
謝
ス
頓
首

六
月
廿
日
ル
ー
サ
ル
。
ホ
ワ
イ
チ
ン
グ
。
メ
ー
ソ
ン

伊
澤
修
二
殿

帰
国
旅
費
交
付
の
た
め
の
条
約

〔
手
書
き〕

（
『
昔
監
鰹
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上）
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〔
メ
ー
ソ
ン
送
別
演
奏
会
〕

今
般
教
師
メ
ー
ソ
ン
氏
賜
暇
相
成
暫
時
帰
國
二
付
同
氏
従
事
之
業
程
概
略
報

告
之
為
メ
且
嘗
学
期
中
本
掛
音
架
取
調
之
概
略
報
告
労
之
見
込
ヲ
以
テ
来
ル
七

伊
澤

修

〔
メ
ー
ソ
ン
氏
へ
旅
費
交
付
に
付
条
約
書
訳
文
〕

文
部
少
書
記
官
伊
澤
修
二
君
卜
亜
米
利
加
合
衆
國
人
ヱ
ル
ダ
プ
リ
ュ
メ
ー

ソ

ン
君
ト
ノ
間
二
約
定
ヲ
取
結
ビ
今
般
文
部
卿
福
岡
孝
弟
君
ガ
メ
ー
ソ
ン
君
ノ
帰

國
ノ
請
求
ヲ
許
可
セ
リ
就
テ
ハ
千
八
百
八
十
三
年
三
月
二
日
以
後
更
二
之
ヲ
雇

ヒ
績
キ
又
之
力
為
ニ
メ
ー
ソ
ン
君
ノ
再
ビ
日
本
二
来
ル
ヤ
否
ヤ
未
夕
判
然
タ
ラ

サ
ル
ニ
因
リ
此
度
メ
ー
ソ
ン
君
二
向
テ
帰
國
旅
費
ト
シ
テ
銀
貨
四
百
五
拾
圏
ヲ

交
付
ス
ベ
シ
然
レ
ト
モ
若
シ
本
年
三
月
二
日
以
後
更
二
之
ヲ
雇
ヒ
績
キ
又
メ
ー

ソ
ン
君
ノ
再
ヒ
日
本
一
ー
来
ル
事
ア
レ
バ
其
節
日
本
二
来
リ
復
夕
合
衆
國
二
帰
ル

往
来
ノ
旅
費
ハ
支
給
セ
ザ
ル
ヘ
シ
若
シ
雇
ヒ
績
ガ
サ
ル
節
ハ
今
般
交
付
ノ
旅
費

ハ
メ
ー
ソ
ン
君
ョ
リ
返
還
二
及
バ
ザ
ル
事

明
治
十
五
年
即
チ
千
八
百
八
十
二
年
六
月
三
十
日

エ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
メ
ー
ソ
ン
記
名
印

記
名
印
〔
手
書
き
〕

(『
＿
音
監
鰹
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上
）

午
前
第
十
時
思
ひ
い
づ
れ
ば

＾ 同
、-

君
が
代

螢

＾ 同
、-
＾ 同
、-

ね
む
れ
よ
子

＾ 同
、-

掛
圏
第
壼
曲
ョ
リ
第
十
三
曲
二
至
ル
（
等
胡
弓
合
奏
）

松
の
木
蔭

春
の
弥
生

蝶
々
若
紫

＾ 同
、一

＾ 同
‘-ノ

ヘ

同

ヽ

＾ 同
ヽ

メ
ー
ソ
ン
氏

山
勢

松

韻

受

持

辻
則
承

帰
国
旅
費
は
契
約
文
に
よ
れ
ば
満
期
解
雇
で
帰
国
す
る
場
合
に
交
付
す
る
と
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
メ
ー
ソ
ン
の
こ
の
場
合
は
賜
暇
帰
国
で
あ
る
か
ら
該
当

し
な

い
。
だ
が
特
例
と
し
て
銀
貨
四
百
五
十
円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
例
と

し
た
理
由
に
つ
い
て
音
楽
取
調
掛
は
「
翌
年
も
契
約
す
る
か
ど
う
か
が
未
決
の
ま
ま

帰
国
す
る
の
で
、
本
来
の
賜
暇
と
は
少
し
意
味
が
違
う
こ
と
か
ら
満
期
帰
国
と
同
じ

扱
い
を
申
請
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

唱
歌

月

一
日

（
土
躍
）
午
前
ヲ
以
テ
営
掛
二
於
テ
其
事
業
之
成
績
報
告
致
シ
午
後
ヨ

リ
東
京
師
範
学
校
同
附
属
小
学
校
東
京
女
子
師
範
学
校
同
附
属
小
学
校
同
幼
稗

園
生
徒
井
二
本
掛
博
習
人
等
盛
ク
昌
平
館
二
招
集
シ
唱
歌
音
楽
演
習
致
度
且
右

二
就
而
者
本
省
卿
輔
各
局
長
其
他
貴
紳

二
臨
場
ヲ
請
ヒ
井
人
員
ヲ
限
リ
衆
人
ノ

来
聴
ヲ
モ
許
シ
度
見
込
二
有
之
候
尤
モ
賓
地
拳
行
之
次
第
井
手
績
等
ハ
本
按
御

決
裁
之
上
更
二
詳
細
具
状
可
致
候
得
共
先
以
右
拳
行
之
儀
仰
裁
可
候
也

追
而
午
前
二
臨
場
相
請
候
分
者
本
省
卿
輔
井
二
各
局
長
ノ
ミ
ニ

限
リ
度
見
込

二
有
之
候
也

明
治
十
五
年
七
月
一
日
音
楽
取
調
掛
二
於
テ
演
習
之
分

午
前
第
九
時

音
楽
取
調
掛
助
教
及
博
習
人
等
合
奏
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進
め
／
ヽ

右
終
テ
退
出

午
後
第
一
時
半

蝶
々
心
は
猛
＜

霞

か

雲

か

其

他
敷
曲

敷
へ
歌

一
曲
二
曲

掛
圏
練
習

音
楽
取
調
掛
助
教
助
手
及
博
習
人

醤

講

説

尉

塁

餌

受

持

午
前
第
十
一
時
半

音
楽
取
調
掛
偉
習
人

洋
琴

永
井
繁
女
受
持

獨
弾
曲

三
人
合
弾
曲

同
年
同
月
同
日
昌
平
館
二
於
テ
演
習
之
分

午
後
第
一
時

メ
ー
ソ
ン
氏
演
説

東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）

唱

歌

メ

ー

ソ

ン

氏

受

持

獨
弾
曲

午
前
第
十
時
半

二
十
曲

洋
琴

永
井
繁
女

鳥
井

枕

受

持

加
藤
定
女

音
楽
取
調
掛
博
習
人

憩 一
曲
一
曲

學
習
院
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）

唱

歌

メ

ー

ソ

ン

氏

受

持

掛
圏
練
習

若
紫
霞
か
雲
か

大
和
撫
子

右
終
テ
退
出

午
後
第
二
時

東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）

唱

歌

辻

則

承

受

持

う
つ
く
し
き
我
子

二
曲

隅
田
川

君
が
代

右
終
テ
退
出

午
後
第
二
時
半

音
楽
取
調
掛
博
習
人
奏
楽

洋

琴

永

井

繁

女

受

持

猫
弾
三
人
合
弾

午
後
第

三

時

休

午
後
第
三
時
半

文
部
卿
演
説

東
京
師
範
学
校
附
属
小
学
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）
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隅
田
川

右
終
テ
退
出

午
後
第
四
時

東
京
女
子
師
範
学
校
生
徒
進
入
（
洋
琴
進
行
曲
）

複

音

唱

歌

メ

ー

ソ

ン

氏

受

持

掛
圏
練
習

閏
の
板
戸

誠
は
人
の
道

千
里
の
道

高
等
単
音
唱
歌

鏡
な
す

冨
士
山

奥
好
義
受
持

三
曲

螢
右
終
テ
退
出

午
後
第
四
時
半

音
楽
取
調
掛
助
教
及
博
習
人
合
奏

洋
風
管
絃
楽

大
平
曲

薫
に
し
ら
る
る

曲

メ
ー
ソ
ン
氏
受
持

上

慎

行

受

持

虫
の
盤

唱
歌掛
圏
練
習

東
京
師
範
学
校
生
徒
及
同
校
附
属
小
学
生
徒
合
併

複
音
唱
歌

二
曲

〔
メ
ー
ソ
ン
送
別
演
奏
会
に
お
け
る
福
岡
孝
弟
文
部
卿
の
送
別
の
辞
〕

我
國
音
楽
ノ
博
フ
ル
ヤ
遠
ク
古
昔
ヨ
リ
シ
其
制
大
二
備
ハ
リ
ト
ス
晩
ニ
シ
テ

漸
ク
衰
へ
之
レ
ヲ
講
ス
ル
者
益
々
少
ナ
キ
ニ
至
レ
リ
我
文
部
省
前
キ
ニ
音
楽
取

調
掛
ヲ
置
キ
首
メ
ニ
吾
メ
ー
ソ
ン
君
ヲ
聘
シ
テ
托
ス
ル
ニ
音
楽
教
習
ノ
事
ヲ
以

テ
ス
幸
二
吾
メ
ー
ソ
ン
君
其
善
美
ノ
架
ヲ
以
テ
懇
ゴ
ロ
ニ
此
二
従
事
シ
真

二
托

ス
ル
所
二
負
カ
ス
即
今
日
尚
浅
キ
モ
條
緒
粗
備
ハ
リ
我
架
頗
ル
振
興
ス
ル
ニ
庶

幾
セ
リ
君
ノ
我
レ
ニ
カ
ァ
ル
卑
早
大
ナ
ラ
ス
ヤ
是
レ
偏
ヘ
ニ
君
力
自
ラ
任
ス
ル
ノ

切
ニ
シ
テ
人
ヲ
教
フ
ル
ノ
篤
キ
ニ
由
レ
リ
君
力
帰
期
未
夕
至
ラ
ス
一
旦
已
ム
ヲ

得
サ
ル
ノ
事
ア
リ
去
テ
國
二
返
ル
蒸
シ
君
ノ
再
滸
期
ス
可
ラ
サ
ル
ニ
非
ス

ト
雖

ト
モ
我
徒
二
在
テ
ハ
誰
力
別
ヲ
惜
ム
ノ
情
ナ
キ

ヲ
得
ン
唯
我
音
楽
二
従
事
ス
ル

者
今
後
愈
ミ
益
ミ
励
精
シ
之
レ
ヲ
善
美
ノ
域
二
期
シ
以
テ
今
日
ノ
成
功
ヲ
頚
サ

ヽ
ラ
ン
ニ
ハ
即
チ
我
徒
ノ
君
二
報
フ
ヘ
キ
者
賓
二

此
二
外
ナ
ラ
ス
若
シ
不
幸
二

シ
テ
君
力
再
滸
或
ハ
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
サ
ル
モ
彼
我
同
シ
ク
共
二
其
善
美
ノ
楽
ヲ

シ
テ
益
ミ
盛
大
ヲ
致
サ
シ
メ
ン
ニ
ハ
是
レ
又
我
徒
ノ
大
二
翼
望
ス
ル
所
ナ
リ
況

ャ
又
君
ノ
再
滸
ヲ
得
ル
ニ
於
テ
ハ
其
我
國
ノ
音
楽
ヲ
シ
テ
大
二
完
良
二
進
マ
シ

ム
ル
事
期
シ
テ
侯
ッ
ベ

キ
ナ
リ
聯
力
脊
々
ノ
意
ヲ
表
シ
併
セ
テ
君
力
涯
リ
ナ
キ

ノ
健
康
ヲ
祈
ラ
ン
ト
ス

明
治
十
五
年
七
月
一
日

日
耳
曼
図
歌

午
後
第
五
時
一
同
退
散

ウ
エ
ル
ス
國
歌

〔手
書
き
〕

（『
昔
監
経
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
上
）

幅
岡
文
部
卿

〔
手
書
き
〕（『
諸
向
往
復
書
類
』
明
治
十
五
年
一
月

i
十
二
月
下
）
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こ
の
日
来
賓
の
接
待
費
と
し
て

サ
ン
パ
ン
三
拾
戴

本

一

金

拾
七
円

カ

ス

テ

ラ

一

金
爪
拾
円

上
茶

壱

斤

一

金

戴

円

紙
包
煙
百
本
入
四
箱
一
金
四
円

合
計
四
拾
三
円

が
見
積
ら
れ
て
い
る
。
続
い
て
七
月
三
日
の
夕
方
に
は
、
小
石
川
植
物
園
内
新
築
館

に
お
い
て
送
別
晩
餐
会
が
行
わ
れ
た
。
招
待
者
は
専
門
学
務
局
長
、
普
通
学
務
局

長
、
同
副
長
、
会
計
局
長
、
同
副
長
、
東
京
外
国
語
学
校
長
、
同
幹
事
、
東
京
師
範

学
校
長
、
同
御
用
掛
、

女
子
師
範
学
校
長
、
同
御
用
掛
、
体
操
伝
習
所
長
、
学
習
院

長
、
伊
澤
修
―

-、

音
楽
取
調
掛
員
依
田
百
川
外
五
名
、
計
二
十
五
名
、
予
算
は
百
二

十
円
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
メ
ー
ソ
ン
は
七
月
六
日
に
任
を
解
か
れ
、
十
三
日
横
浜

よ
り
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
賜
暇
休
暇
と
し
て
再
来
日
の
つ
も
り
の
帰
国
で
あ
っ
た

が
、
実
際
は
解
雇
同
様
、
以
後
日
本
を
訪
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

〔
メ
ー
ソ
ン
宛
、
明
治
十
六
年
以
降
の
契
約
に
つ
い
て
そ
の
成
否
を
問
う
書

簡
伊
澤
修
二
に
よ
る
原
文
〕

十
一
月
六
日
付
、
こ

の
原
文
は
単
に
儀
礼
的
な
伺
い
文
と
も
受
け
と
れ
る
。
伊
澤

は
メ
ー
ソ
ン
か
ら
学
び
取
る
も
の
は
終

っ
た
と
い
う
考
え
と
、
今
後
良
き
協
力
者
と

し
て
求
め
得
る
人
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
を
い
だ
い

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

事
実
、
内
部
で
は
同
日
付
で
彼
の
解
雇
を
決
定
し
、
十
六
日
付
で
海
軍
省
雇
音
楽
教

師
、
エ

ッ
ケ
ル
ト
に
来
校
の
交
渉
を
進
め
る
よ
う
文
部
省
に
依
頼
し
て
い
た
。
メ
ー

ソ
ン
に
渡
っ
た
書
簡
は
、
原
文
の
傍
点
の
部
分
と
〔

〕
内
を
職
務
上
差
出
人
と
な

っ
た
幅
岡
文
部
卿
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
文
面
で
あ
る
。

一
別
以
来
未
夕
何
等
之
御
左
右
モ
不
得
候
得
共
爾
来
益
御
安
全
之
儀
卜
遠
察

致
候
却
説
去
六
月
中
賜
暇
御
申
出
之
際
返
書
中
申
進
置
候
通
賜
暇
期
限
之
儀
者

去
七
月
初
旬
若
ク
ハ
中
旬
ヨ
リ
向
七
八
ヶ
月
以
内
ヲ
以
テ
御
随
意

二
御
取
極
可

相
成
儀
二
有
之
侯
得
共
其
節
豫
而
締
約
致
置
候
通
貴
下
再
ヒ
日
本
へ
帰
航
ノ
成

否
ハ
健
康
其
他
ノ
事
情
二
属
シ
井
二
帰
航
ノ
得
失
ハ
来
一
千
八
百
八
十
三
年
三

月
以
後
二
係
ル
貴
下
之
條
約
再
締
ノ
成
否
二
関
シ
候
得
者
若
シ
貴
下
二
於
テ
再

ヒ
日
本
へ
帰
航
ヲ
妨
ク
ベ
キ
事
情
相
起
候
殿
又
ハ
当
方
二
於
テ
該
二
月
以
後
二

係
ル
條
約
取
結
ヲ
妨
ク
ベ
キ
事
情
差
起
候
時
ハ
速
二
可
相
報
儀
二
有
之
且
其
事

情
ハ
雙
方
共
賜
暇
期
限
三
ヶ
月
前
二
通
報
可
致
儀
二
有
之
因
テ
嘗
方
二
於
テ

モ

篤
卜
遂
熟
考
候
処
九
月
以
降
賓
験
ノ
成
績
二
擦
ル

ニ
學
校
唱
歌
教
授
之
儀
ハ
段

々
ノ
御
盛
カ
ヲ
以
テ
先
ッ
音
楽
取
調
掛
助
教
員
二
而
大
概
不
都
合
有
之
間
敷
様

被
存
且
洋
琴
等
之
教
授
モ
永
井
子

二
而

一
通
リ
差
支
無
之
様
相
心
得
候
抑
音
架

取
調
掛
創
置
ノ
日
タ
ル
ヤ
尚
浅
シ
ト
雖
モ
既
二
能
ク
前
述
ノ
成
果
ヲ
得
ル
ニ
至

リ
シ
ハ

是
偏
二
貴
下
在
職
中
非
常
ノ
御
盛
カ
ニ
典
リ
候
故
卜
深
ク
鳴
謝
二
不
堪

候
就
テ
ハ
来
ル
一
千
八
百
八
十
三
年
三
月
以
後
者
貴
下
ノ
榮
ヲ
煩
ス
ル
ヲ
要
セ

ズ
且
會
計
其
他
種
々
ノ
都
合
モ
有
之
該
三
月
以
後
ハ
貴
下
ノ
條
約
再
締
致
兼
候

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

様
被
存
候
二
付
先
ツ
該
三
月
二
至
リ
現
條
約
満
限
ノ
後
ハ
更
二
條
約
ヲ
継
績
セ

ザ
ル
儀
卜
御
承
知
相
成
度
候
〔
故

二
賜
暇
期
限
後
現
條
約
残
餘
ノ
期
日
（
即
チ

来
一
月
若
ク
ハ
ニ
月

ヨ
リ
同
三
月
マ
デ
）
ハ
僅
カ
ニ

―
ヶ
月
内
外
二
過
ギ
ザ
レ

バ
此
ガ
為
而
巳
ニ
シ
テ
貴
下
再
ヒ
日
本
へ
帰
航
相
成
候
儀
ハ
固
ョ
リ
無
益
二
属

シ
且
賓
際
不
可
出
来
事
二
有
之
候
得
者
貴
下
二
於
テ
別
段
御
不
都
合
無
之
儀
ニ

候
ハ
ゞ
該
期
日
ハ
賜
暇
中
ノ
モ
ノ
ト
看
倣
候
共
又
ハ
該
期
日
二
就
テ
ハ
條
約
取

消
一
一
致
候
共
営
方
二
於
テ
ハ
聯
カ
モ
異
論
無
之
儀
二
有
之
候
間
此
儀
ハ
渾
テ
貴

下
ノ
御
便
宜
二
属
シ
可
申
候
〕
尚
御
着
郷
後
ノ
事
情
モ
承
知
致
度
労
以
テ
本
書

到
達
ノ
上
ハ
早
速
御
一
報
ヲ
投
ゼ
ラ
レ
候
様
期
望
二
不
堪
候
也

大
日
本
明
治
十
五
年
十
一
月

文
部
卿
福
岡
孝
弟
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〔
メ
ー
ソ
ン
か
ら
伊
澤
修
二
あ
て
書
簡

エ
ル
、

ダ
ブ
リ
ュ

ー、

粛
啓

メ
ー
ソ
ン
殿

(
『
＿
音
監
経
伺
書
類
』
明
治
十
五
年
下
、
明
治
十
五
年
）

〔
手
書
き
〕

明
治
十
五
年
十
一
月
二
十
日
付
〕

こ
の
手
紙
は
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
で
あ
っ
た
ボ
ヘ
ミ
ア
か
ら
差
し
出
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
音
楽
取
調
掛
解
雇
の
通
知
は
ま
だ
見
て
い
な
い
。
自
分
の
教
科
書

改
正
と
日
本
の
音
楽
教
育
の
た
め
に
新
資
料
を
収
集
吸
収
す
る
目
的
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
旅
行
し
て
い
る
こ
と
、
健
康
状
態
も
非
常
に
良
い
の
で
ぜ
ひ
再
契
約
し
て
日
本
で

働
き
た
い
と
記
し
て
い
る
。

野
生
日
本
発
航
後
既
二
敷
回
御
投
翰
興
リ
候
儀
卜
相
心
得
候
得
者
着
郷
後
更

二
発
足
欧
洲
周
遊
罷
在
候
得
共
末
夕
其
貴
翰
ヲ
不
得
ル
ハ
遺
憾
二
堪
ヘ
ズ
候

倍
野
生

儀
ハ
「
メ
ー
ン
」
州
二
罷
在
候
家
族
共
二
面
會
致
候
後
八
月
三
十
日

ヲ
以
テ
新
約
定
ヲ
解
攪
シ
日
耳
曼
二
渡
リ
九
月
十
五
日
「
ハ
ン
ボ
ル
グ
」
二
着

シ
同
府
諸
等
ノ
學
校
ヲ
巡
覧
シ
幼
稗
園
ョ
リ
訓
盲
院
二
致
ル
マ
デ
音
楽
教
授
ノ

方
法
等
訊
視
ヲ
遂
ケ
且
高
等
ノ
音
楽
演
習
會
二
臨
ミ
管
絃
架
ノ
事
項
ヲ
研
究
致

候
既
チ
即
二
送
呈
致
候
楽
譜
ハ
助
教
員
ノ
為
該
地
二
於
テ
一
ノ
伶
官
二
托
シ
撰

定
致
候
モ
ノ
ニ
有
之
候

拙
著
米
國
出
版
音
楽
教
科
書
校
正
ノ
為
新
材
料
採
集
ノ
側
ラ
マ
タ
日
本
音
架

教
育
ノ
為
ニ
モ
種
々
ノ
材
料
採
集
致
候
此
儀
ハ
特
二
恩
命
ヲ
奉
シ
資
料
ヲ
賜
リ

候
モ
同
様
盛
力
罷
在
侯
全
体
今
般
該
材
料
採
集
ノ
儀
野
生
へ
特
二
御
委
任
無
之

儀
ハ
却
テ
御
不
利
ト
モ
相
成
候
様
愚
考
致
候
畢
覚
野
生
欧
洲
周
遊
ノ
儀
豫
テ
碇

卜
御
承
知
相
成
居
候
ハ

ヽ
右
二
付
御
計
劃
ニ
モ
相
成
候
事
件
不
少
儀
二
有
之
候

事
卜
在
候

東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稗
園
二
於
テ
ハ
特
二
諸
教
員
井
諸
幼
稗
ノ
篤
キ

御
優
待
二
預
リ
侯
御
證
労
ノ
為
「
ハ
ン
ボ
ル
グ
」
二
於
テ
方
今
天
下
第
一
卜
申

ス
ベ
キ
完
全
ナ
ル
幼
稗
園
々
制
ヲ
取
調
併
セ
テ
諸
遊
具
等
モ
購
入
致
候
該
幼
稗

園
ハ
今
日
海
内
一
人
ノ
幼
稗
園
師
ナ
ル
博
士
「
エ
ド
ワ
ー
ド
、
ウ
ヱ
ー
ブ
」
氏

J
設
立
掌
理
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
同
氏
は
賓
二
「
フ
ロ
イ
ベ
ル
」
氏
ョ
リ
直
博

ヲ
受
ケ
候
人
二
有
之
侯
牌
子
ノ
細
工
ハ
都
テ
同
氏
ノ
自
作
二
係
リ
其
説
明
モ
亦

同
氏
ガ
英
文
ヲ
以
テ
附
述
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
有
之
候
該
細
工
物
新
調
ノ
為
井
其
他

遊
エ
ノ
材
料
ノ
採
集
ノ
為
同
氏
へ
交
付
候
金
圏
ノ
ミ
モ
殆
ド
五
十
弗
二
及
候
此

等
ハ
即
チ
文
部
卿
閣
下
御
管
理
ノ
幼
稗
園
へ
送
呈
可
致
心
得
二
有
之
候
該
幼
稗

園
へ
送
呈
可
致
見
込
ノ
贈
品
ハ
惣
金
高
ニ
テ
殆
ド
戴
百
弗
二
相
成
候
此
等
ノ
品

々
ハ
貴
國
人
民
ノ
オ
器
ヲ
以
テ
模
造
複
製
ス
ル
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
キ
モ
ノ

二
有
之
候
若
シ
之
ヲ
模
造
複
製
セ
ザ
ル
ニ
於
テ
ハ
廣
ク
之
ヲ
活
用
ス
ル
ノ
途
絶

ヘ
甚
タ
シ
キ
失
費
ノ
モ
ノ
ト
モ
可
相
成
様
存
候

次
二
兼
テ
野
生
調
印
致
置
候
條
約
之
儀
ハ
来
ル
三
月
一
日
ヲ
以
テ
満
限
二
相

成
候
得
者
モ
シ
再
ヒ
日
本
へ
蹄
航
奉
職
致
候

二
於
テ
ハ
全
ク
新
條
約
卜
相
成
候

様
相
心
得
候

依
テ
新
條
約
之
箇
條
二
就
テ
ハ
既
二
文
部
省
へ
呈
書
致
候
儀
二
有
之
モ
シ
該

箇
條
御
採
用
二
相
成
再
ヒ
日
本
へ
蹄
航
可
致
手
順
二
相
成
候
ハ
ヽ
幸
甚
之
至
有

之
候野
生
病
氣
ノ
儀
ハ
全
快
致
シ
健
康
二
相
成
候
得
者
日
本
へ
再
ヒ
蹄
航
二
付
此

儀
二
於
テ
ハ
聯
カ
モ
差
支
無
之
候

尤
モ
今
後
文
部
省

二
於
テ
野
生
條
約
継
績
難
相
成
旨
ハ
兼
テ
締
結
ノ
約
條

二

依
リ
既
二
御
文
通
二
相
成
候
事
乎
卜
存
候

若
シ
未
夕
右
ノ
御
手
順
二
相
成
居
不
申
候
ハ
ヽ
既
二
先
便
ノ
書
中
二
開
陳
致

置
候
箇
條
ハ
貴
下
二
於
テ
モ
何
卒
御
賛
成
被
成
下
候
様
奉
願
候

第1章 音楽取調掛 明治12年～20年 (1879~1887) 238 



〔
解
雇
通
知
に
対
す
る
メ
ー
ソ
ン
か
ら
の
返
信
明
治
十
六
年
一
月
十
五
日

付〕 一
於
テ
伊
澤
修
二
殿
貴
下

〔
手
書
き
〕
（
『
昔
監
往
復
書
類
』
明
治
十
六
年
下
）

尤
モ
奉
職
期
限
ハ
三
ケ
年
卜
為
シ
給
料
ハ
年
俸
銀
貨
四
千
圃
井
二
日
本
へ
渡

航
旅
費
銀
貨
五
百
圏
本
國

へ
蹄
航
旅
費
同
五
百
圏
ヲ
賜
リ
度
候
右
ハ
貴
下
二
於

テ
モ
御
驚
不
被
成
下
様
企
望
仕
候
全
体
ボ

ス
ト
ン
友
人
モ

渾
テ
野
生
年
俸
六
千

圃
己
下
ニ
テ
ハ
決
シ
テ
條
約
再
締
不
可
致
様
望
居
候
且
又
右
友
人
モ
野
生

儀
モ

シ
貴
國
ノ
御
為
二
相
成
候
ハ
ヽ
右
俸
額
ノ
如
キ
ハ
固
ヨ
リ
至
嘗
二
有
之
加
フ
ル

二
本
國

二
於
テ
モ
野
生
俸
給
ハ
右
ノ
金
高
二
相
成
候
様
申
居
候

且
野
生
儀
向
後
日
本
政
府
ノ
為
二
忠
信
ヲ
盛
ス
ヘ
キ
心
底
二
有
之
侯
得
者
貴

國
人
民
一
般
二
此
意
ヲ
證
明
セ

ン
為

「
ア
メ
リ
カ
」
人
民
タ

ル
権
理
ヲ
棄
テ
本

國
政
府
ノ
保
護
ヲ
受
ケ
ザ
ル
様
可
致
儀
モ
既

二
申
上
置
候
得
者
是
又
御
参
覧
被

成
下
度
候

若
シ
野
生
日
本
へ
蹄
航
致
候
ハ
ヽ
家
族
ノ
儀
ハ
従
来
ノ
事
情
二
依
テ
モ
忽
チ

貴
國
人
民
卜
親
睦

二
相
成
候
儀
卜
企
望
致
候
得
共
此
等
ノ
者
共
二
就
テ
ハ
聯
モ

心
配
無
之
儀
二
相
成
可
申
卜
存
候

野
生
條
約
再
締
ノ
成
否

二
付
キ
貴
下
二
於
テ
若
シ
未
ダ
御
投
翰
二
相
成
不
申

候
ハ

ヽ
左
記
ノ
宿
所

へ
宛
テ
至
急
御
発
被
成
下
候
様
奉
庶
幾
候

マ
ッ
サ
チ

ュ
セ
ッ
ツ

ヘ
ー
ス
組
寄
留

ト
レ
モ
ン
ト
街
十
三
番

〔後
略
、
歴
訪
し
た
国

・都
市
名
が
記
さ
れ
て
あ
る
〕

千
八
百
八
十
二
年
十
一
月
二
十
日
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」
ノ
「
ボ
ヘ
ミ
ア
」

ボ
ス
ト
ン

エ
ル
、

ダ
ブ
リ
ュ
ー
、

ジ
ン
、

メ
ー
ソ
ン

〔
賞
与
〕

百
円
ー
ニ
百
円

二
百
円
！
三
百
円

三
百
円
l
四
百
円

文
部
卿
福
岡
考
弟
殿
閣
下

音
楽
取
調
掛
で
は
十
六
年
一
月
、
メ
ー
ソ
ン
在
職
中
の
営
に
感
謝
し
て
褒
賞
を
贈

る
こ
と
に
な

っ
た
。
先
の
東
京
師
範
学
校
雇
教
師
米
国
人
M
.
M
・
ス
コ
ッ
ト

（三

年
余
奉
職
金
凡
そ
百
円
）
と
体
操
伝
習
所
教
師
米
国
人
G
.
E
・

リ
ー
ラ
ン
ド
（
三

年
余
奉
職
金
九
拾
三
円
西
陣
織
物
）
の
例
に
な
ら
っ
て
大
和
錦
（
百
四
拾
八
円
七
拾

五
銭
）
に
決
定
し
た
。
文
部
省
は
メ
ー
ソ
ン
ヘ
の
贈
与
を
機
に
次
の
よ
う
な
賞
与
基

準
を
設
け
て
い
る
。

〔
雇
年
限
〕

二
年
ー
三
年

四
年
ー
五
年

六
年
ー
七
年

〔
メ
ー
ソ
ン
ヘ
の
贈
与
伺
い
案
〕

本
掛
雇
教
師
米
國
人
エ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ

ー
、
メ
ー
ソ
ン
儀
去
明
治
十
二
年
六

月
米
図
二
於
テ
招
聘
ノ
儀
結
約
同
十
三
年
三
月
ヨ
リ
今
十
六
年
三
月
マ
デ
締
約

（『
昔
監
開
申
書
類
』
明
治
十
六
年
）
〔
手
書
き
〕

在
波
斯
敦
イ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ

ー、

メ
ー
ソ
ン

謹
啓
陳
者
野
生

儀
長
々
欧
洲
周
遊
罷
在
漸
蹄
郷
仕
侯
処
御
書
到
来
罷
在
忙
手
拝
見

仕
候
御
書
中
来
三
月
後
ハ
野
生
條
約
継
績
難
相
成
旨
被
仰
聞
委
細
奉
拝
承
候
尚

貴
國
在
留
奉
職
中
野
生
事
業

二
付
御
懇
篤
之
御
言
葉
ヲ
戴
キ
賞
以
奉
恐
縮
候
唯

ミ
野
生

儀
更
二

奉
職
仕
候
二
不
相
成
儀
ハ
遺
憾
至
極
奉
存
候
爾
後
野
生
身
罷
ノ

儀
ハ
至
極
健
全
二
相
成
候
二
付
此
段
御
降
慮
奉
祈
候
蹄
郷
後
ハ
貴
國
教
育
之
為

殊
二
盲
人
教
育
之
為
種
々
計
聾
仕
侯
事
等
御
座
候
得
共
先
ハ
不
取
敢
奉
職
中
御

懇
情
ヲ
戴
キ
候
御
證
井
二
御
懇
書
奉
後
芳
捧
愚
札
候
頓
首
再
拝

千
八
百
八
十
三
年
一
月
十
五
日
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明
治
十
六
年
一
月
日

奉
職
J

ト
コ
ロ
去
十
五
年
七
月
中
賜
暇
ヲ
以
テ
帰
國
ノ
末
今
般
禰
解
雇
相
成
候

ニ
付
テ
ハ
同
人
在
職
中
職
務
勉
勘
ノ
賞
典
ト
シ
テ
相
嘗
ノ
物
品
ヲ
贈
胎
致
度
候

抑
同
人
儀
去
十
三
年
三
月
本
掛
へ
奉
職
以
降
生
徒
授
業
向
ハ
勿
論
諸
事
親
切
出

精
殊
二
同
人
就
職
ノ
節
ハ
本
掛
創
置
二
際
ス
ル
ヲ
以
テ
諸
般
ノ
事
業
二
注
意
致

シ
側
ラ
管
絃
架
ヲ
博
習
シ
和
槃
学
講
義
ヲ
授
ケ
加
フ
ル
ニ
東
京
師
範
学
校
東
京

女
子
師
範
学
校
及
学
習
院
へ
日
々
出
張
唱
歌
ヲ
博
習
シ
殊
二
両
師
範
学
校

二
於

テ
ハ
唱
歌
教
授
ヲ
精
究
シ
其
他
在
職
中
拮
据
畢
勉
候
ハ
今
日
唱
歌
教
授
ノ
事
業

ヲ
保
績

ス
ル
ヲ
得
ル
ニ
至
リ
候
一
貼
ヲ
以
テ
判
然
致
候
依
テ
去
明
治
七
年
七
月

中
東
京
師
範
学
校
雇
教
師
米
國
人
エ
ム
、
エ
ム
、
ス
コ
ッ
ト
及
同
十
四
年
六
月

麓
操
博
習
所
雇
教
師
米
國
人
ジ
ョ
ー
ジ
、
エ
、
リ
ー
ラ
ン
ド
満
期
解
雇
ノ
節
奉

職
功
績
有
之
候
廉
ヲ
以
テ
金
園
凡
ソ
壼
百
園
ノ
物
品
賞
興
贈
胎
相
成
候
例
モ
有

之
彼
此
奉
職
創
業
ノ
際
二
在
テ
苦
心
勉
勘
候
ハ
殆
卜
相
同
シ
キ
者
二
有
之
候
得

共
メ
ー
ソ
ン
儀
ハ
特
二
職
務
二
専
心
勉
勘
イ
タ
シ
候
者
卜
可
申
儀
二
有
之
依
テ

今
般
解
雇
二
際
シ
慰
労
ノ
意
ヲ
表
シ
金
百
五
拾
圃
以
下
ノ
物
品
ヲ
賞
典
致
度
存

候
尤
モ
右
費
額
之
儀
者
嘗
年
度
豫
算
中
二
見
込
置
候
処
過
般
減
額
ノ
際
控
除
相

成
候
二
付
外
國
人
俸
給
ノ
科
目
中
ヨ
リ
流
用
支
辮
可
致
見
込
二
有
之
候
条
前
顕

ノ
事
情
御
洞
察
至
急
裁
可
相
成
度
候
也

贈
興
品
へ
附
書
按

粛
啓
貴
下
奉
職
中
拮
据
咀
勉
其
功
不
彫
候

二
付
文
部
卿
二
於
テ
モ
満
足
不
浅
依
テ

賞
興
ト
シ
テ
（
物
品
ヲ
記
入
ス
）
贈
典
呈
候
条
御
領
収
相
成
度
也

音
楽
取
調
掛

文
部
少
書
記
官
伊
澤
修
二

メ
ー
ソ
ン
ヘ
贈
与
の
経
費
は
送
料
を
含
め
一
切
で
洋
銀
十
五
弗
九
十
五
セ
ン
ト
か

か
っ
た
こ
と
が
記
録
に
残

っ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
メ
ー
ソ
ン
は
七
十

七
弗
五
十
セ
ン
ト

の
輸
入
税
を
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
件
に
対
し
音
楽
取
調
掛
は
十
八

年
一
月
に
別
途
予
算
を
計
上
し
て
彼
に
返
却
し
て
い
る
（
『緊
要
書
類
』
明
治
十
六
年
ー

二
十
年
上
）
。

付〕謹
啓
陳
者
野
生
儀
御
省
二
奉
職
中
職
務
勉
動
之
御
賞
典
ト
シ
テ
文
部
卿
閣
下
ヨ
リ

思
モ
寄
ラ
ザ
ル
貴
重
美
麗
ナ
ル
御
園
産
一
品
御
恵
投
被
成
下
難
有
奉
拝
受
候
尚

再
ヒ
美
麗
ナ
ル
貴
國
二
奉
職
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
儀
ハ
不
幸
至
極
卜
奉
存
候
尤
モ
是

ト
テ
常
國
二
於
テ
好
事
業
無
之

ヨ
リ
ノ
儀
ニ
ハ
無
御
座
全
ク
従
前
ヨ
リ

一
層
御

用
ニ
モ
可
相
立
儀
有
之
候
哉
杯
卜
愚
想
候
ョ
リ
ノ
儀
二
御
座
候
乍
去
爾
後
音
楽

取
調
所
事
業
モ
益
隆
盛
之
域
二
至
リ
加
栴
ェ
ッ
ケ
ル
ト
氏
モ
奉
職
罷
在
候
趣
二

承
知
仕
候
得
者
是
而
巳
遠
悦
至
極
奉
存
候
猶
今
般
御
恵
投
被
成
下
候
美
麗
ナ
ル

御
贈
物
ノ
御
證
井
奉
職
中
未
熟
ナ
ル
事
業
二
係
リ
恐
入
候
御
言
葉
等
萬
々
ノ
御

證
何
卒
宜
敷
貴
下
ヨ
リ
被
仰
上
被
下
候
様
伏
テ
奉
懇
願
候
頓
首

千
八
百
八
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ボ
ス
ト
ン
府
二
於
テ

エ
ル
、

ダ
ブ
リ

ュ
ー
、
メ
ー
ソ
ン

文
部
少
書
記
官
伊
澤
修
二
殿

副
伸
野
生
健
康
井
家
族
共
健
康
モ
最
好
二
有
之
候
間
此
段
御
降
慮
奉
祈
候
美

〔
メ
ー
ソ
ン
か
ら
大
和
錦
に
対
す
る
礼
状
明
治
十
六
年
五
月
三
十
一
日

エ
ル
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、

メ
ー
ソ
ン
殿

(
『
昔
監
経
伺
書
類
』
明
治
十
六
年
）

〔
手
書
き
〕
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Boston, Dec. 5, 1884〔明治17年〕

My dear Mr. Isa wa. 

The organs have been shipped more than a week. 

They are made in Brattleboro, Vermont. The [ (?)] have 

fallen into difficulty in their business on account of the 

death of the principal man in the Company. So they 

directed me to Mr. Carpenter who they knew to make 

good organs. I went to his factory and saw the kind of 

work they do, and was very much pleased in every way. 

The English, Germans, and the French, are very 

jealous of the Americans, and if they had an opportunity 

they would speak lightly of our work. I hope if they do 

so, you will not be disturbed. Our work was good, so far 

as we went, and was on a good foundation. 

My aim was to give your people the true instruction 

and let your people work it out in the Japanese way. I 

believe my plans were good and true, and your cooperation 

with me was above all praise. 

Now if you had employed an Englishman he would 

have had everything English. If a German, he would have 

had everything German nomenclature and all. If a French 
man everything must have been French. But we at once 

put everything into Japanese. 

Now how was it in my case as an adviser. In 1872, 

I visited France, Italy, Switzerland, Austria, Germany and 

England to look into their system of school and popular 

or National Music. In 187 4 I visited England and Scotland 

again. Now you will not find another man, in all the 

world who has taken so much pains to learn all about 

this particular class of music as I have. Then on leaving 

Japan, I went directly to Europe, and made a more 

extensive visit taking into my journeys, Norway, Sweden, 

Denmark, also Germany, Austria, France and England, 

with the expectation of returning to Japan. Now I am 

very sure that you are continuing to pursue the right 

course for Japan, viz. to base the hope of reforming the 

national ear for the future music of Japan by means of 

the cabinet organ. 

Therefore I attend to this 

you with a great deal of pleasure. 

It is the height of my ambition, after I have 
proper promise for my family, to return to Japan 

one or two expert organ makers to instruct such of your 

ingenious mechanics who may wish to learn, to make and 

repair cabinet organs. Of course, I have given up all hope 

of doing this under your government, but still hope to do 

matter of the organs for 

made 

with 

々
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so in connection with the American Missionaries who are 

your true friends. 

The plans for my going (to) Japan are complete and 

hope to be in your country within a year. I expect to 

spend most of this winter in New Orleans, so I shall see 

your exhibition there and shall take great interest in it. I 

expect to see Mr. Kuki on my way south. My health is 

good, so is that of Mrs. Mason, Katie and Mrs. Irish, with 

another little boy four months old. 

With my best regards to Mrs. 

remember me in our work. 

Boston, June 8, 1885〔明治18年〕

Mr. S. Isa wa. 

My Dear Friend, 

Isawa and any 

I remain. 

Your truly 

who 

I congratulate you on the success of your Educational 

Exhibit at New Orleans-I think your exhibit stands 

among the very highest including France and the United 

States. 

I am especially pleased with the success of Mr. A. 

Furukawa, Director of the Asylum for the Deaf Mute and 

Blind-I Kioto [in Kyoto?]. 

I visited this Institution while in your country, and 

was exceedingly interested in his work. I think he is one 

of the most remarkable and ingenious men as a Special 

Educator, that I have ever met with. 

I understand that he has received a gold Medal for his 

Special Exhibit. 

As to the musical instruments which I propose to send 

to you in return for those you turn over to me for the 

Great New England Conservatory of Music under the 

Direction of Dr. E. Tourjee: I would take the liberty to 
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suggest: 

1. That you consult Prof. 

most need. 

2. I should think you would need two valve French 

Horns and one or two oboies. It is not common to have 

two oboies in a small orchestra, but as your Court Musi-

cians would manage those instruments so well, being 

accustomed to one of their own which is much more 

difficult to play, and as I understand, that is a favourite 

instrument with Mr. Eckert, I thought I would 

them. 

The wind instruments for orchestra must be first class 

Eckert as to what he will 

I have just returned from the World's Exposition at 

New Orleans, and find your letter of the date of April 16, 

1885. Also a package containing "nail sticks, 3 music books 

and tuningfork." 

I have also received the documents which I sent you, 

and a check for $77 55/100 from your Consul in New York 

on account of the present your Government kindly sent to 

me. 

suggest 
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L. 
W. M
a
s
o
n
.
 

伊
澤
修
一
一
の
訳
に
よ
る
次
の
書
簡
文
は
、
留
学
間
も
な
い
幸
田
延
に

つ
い
て
報
告

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
遠
藤
宏
著
『
明
治
昔
架
史
考
』
一
四
二
頁
よ
り
転
載
）
。

拝
呈
迂
生
等
は
幸
田
嬢
と
共
に
只
今
メ
ー
ン
府
よ
り
蹄
着
致
し
候
。
幸
田
嬢

に
は
亜
米
利
加
渡
航
以
来
壮
健
に
有
之
、
休
暇
前
か
な
り
の
進
歩
を
著
は
し
、

メ
ー
ン
に
到
着
以
来
熱
心
に
演
習
被
致
居
侯
゜
嘗
時
は
毎
日
二
時
間
バ

イ
オ
リ

ン
を
、
一
時
間
ピ
ア
ノ
を
練
習
被
成
且
餘
暇
に
は
彼
の
雙
兒

（
註
、
メ
ー
ソ
ン
の

孫
）
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
御
教
授
下
候
ま
A

其
報
酬
と
し
て
迂
生
が
日
本
に
携
ヘ

候
品
と
同
じ
形
の
見
事
な
る
婦
人
持
金
時
計
を
賄
り
申
候
。
又
嬢
は
去
る
十
二

日
よ
り
昔
架
院
に
於
て
稽
古
を
始
め
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
の
外
に

エ
メ
リ

ー
氏
に
就
き
ハ

ー
モ
ニ
ー

の
稽
古
を
被
成
候
故
に
常
時
嬢
の
数
師
に
は
ピ
ア

ノ

に
は
彼
の
ピ
ア
ノ
弾
奏
家
の
王
と
呼
ば
れ
た
る
フ

ヒ
ー

ル
ト
ン
氏
又
バ
イ
オ
リ

ン
に
は
世
界
に
有
名
な
る
マ

ー
ル
氏
有
之
且
工
メ
リ
ー
氏
は
ハ

ー
モ
ニ
ー
に
最

も
熟
練
な
る
赦
師
中
の
一
人
に
御
座
候
。
貴
下
に
於
て
は
拙
者
に
係
る
訂
正

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ー
ス
」
並
に
掛
圏
を
御
所
持
無
之
候
は

ゞ
御
送
附
申
上
べ
く
候
間
御
遠
慮
な
く
御
申
越
し
被
下
度
又
幸
田
嬢
の
勉
強
被

will 

致
居
候
楽
譜
御
入
用
候
へ
ば
御
送
可
申
上
候
。

御
承
知
の
事
と
存
候
得
共
常
時
ツ
ー
ル
ヂ
ー
氏
は
家
族
一
同
―
立
日
榮
院
に
住
居

罷
在
侯
得
ば
、
幸
田
嬢
を
恰
も
家
族
の
如
く
諸
事
御
世
話
被
成
居
候
。
嬢
の
話

に
由
れ
ば
近
頃
日
本
の
楽
器
製
造
人
中
風
琴
を
製
造
す
る
者
往
々
有
之
候
由
誠

に
欣
然
の
至
に
存
侯
。
貴
國
に

て
は
欧
米
各
國
よ
り
以
前
に
義
舌
を
製
作
候
由

（
註
、
雅
架
架
器
笙
の
意
か
）
其
技
術
も
随
分
稜
逹
致
居
候
は
ん
が
、
低
昔
の

分
を
製
作
す
る
事
は
至
難
の
業
に
可
有
之
又
低
＿
音
と
高
音
と
の
中
間
の
昔
墜
を

し
て
平
均
を
得
せ
し
む
る
こ
と
は
困
難
に
有
之
べ
く
候
。

嘗
國
に
て
は
オ
ル
ガ
ン
に
適
す
る
笛
を
製
造
す
る
工
場
有
之
皆
器
械
を
以
て

製
作
致
居
候
。
何
事
に
依
ら
ず
若
し
迂
生
に
て
間
に
合
ひ
候
の
事
有
之
御
遠
慮

な
く
御
申
付
被
下
候
は
ば
誠
に
本
懐
の
至
に
御
座
候
。
家
内
一
同
無
事
、
御
令

閾
様
及
び
知
己
諸
君
へ
宜
し
く
御
鶴
盤
被
下
度
奉
願
候

一
千
八
百
八
十
九
年
九
月
十
九
日

明
治
二
十
九
年
(
-
八
九
六
）
彼
は
日
本
政
府
か
ら
勲
四
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。
そ

の
前
年
、
芝
葛
鎮
、
奥
好
義
、
上
原
六
四
郎
、
上
慎
行
、
辻
則
承
、
高
嶺
専
子
（
旧

姓
中
村
）
、
加
藤
錦
子
、
鳥
居
枕
ら
が
叙
勲
の
た
め
の
調
査
書
を
、
高
等
師
範
学
校
長

嘉
納
治
五
郎
の
諮
問
に
よ
り
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
全
文
は

『東
京
―
音
楽
學
校
同
盤

会
雑
誌
』
第
五
号
（
明
治
三
十
年
前
期
）
に
転
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
物
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
『
明
治
音
楽
史
考
』
一
四
四
ー
一
四
六
頁
よ
り
引
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
彼
は
叙
勲
後
、こ
の
年
の
冬
七
十
九
歳
で
世
を
去
っ
た
。

一
、
明
治
十
三
年
来
朝
以
来
伊
澤
掛
長
を
補
け
て
唱
歌
の
編
纂
に
従
事
し
数

育
的
學
校
唱
歌
の
基
礎
を
確
立
し
た
。
在
職
中
文
部
省
取
調
掛
編
集
の
小
學
唱

歌
集
初
編
、
同
第
二
編
を
完
了
し
た
。
取
調
掛
で
は
毎
木
、
土
雨
日
唱
歌
取
調
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日
と
定
め
、
榮
曲
撰
輯
に
は
メ
ー
ソ
ン
、
掛
員
、
助
赦
全
員
、
楽
曲
解
剖
に
は

芝
、
内
田
、
誹
津
、
歌
作
に
は
里
見
、
加
部
、
鳥
居
、
調
和
に
は
メ
ー
ソ
ン
、

永
井
が
撥
任
し
た
。
材
料
の
蒐
集
は
廣
く
、
歌
題
に
意
を
注
い
で
、

日
本
人
作

詞
者
、
稲
垣
千
頴
、
里
見
義
、
加
部
厳
夫
等
に
原
架
曲
の
精
紳
及
歌
詞
内
容
に

闘
し
て
懇
篤
な
注
意
を
し
て
ゐ
る
。
作
詞
者
作
曲
者
名
は
唱
歌
集
中
に
省
略
さ

れ
て
ゐ
る
が
、
伊
澤
先
生
の
『
唱
歌
略
説
』
に
明
記
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
後
世

我
々
が
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

一、

諸
學
校
教
授
。
東
京
師
範
學
校
、
同
附
昴
小
學
校
、
女
子
師
範
學
校
、

同
豫
科
、
同
附
麗
小
學
校
、
幼
稚
園
、
學
習
院
等
に
メ
ー
ソ
ン
は
一

人
で
教
授

し
て

ゐ
た
。
取
調
掛
で
十
三
年
九
月
か
ら
は
本
務
で
あ
る
博
習
人
数
授
に
多
忙

を
極
め
、
唱
歌
、
器
架
（
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン、

管
絃
架
）

を
本
格
的
に
赦
へ
て
ゐ
る
。

一
、
和
槃
學
の
特
別
講
義
。
聴
講
者
は
助
赦
上
、
奥
、
辻
、
東
儀
彰
質

（亡）、

鳥
居
の
五
名
で
あ

っ
た
。

一、

唱
歌
集
中
に
自
己
の
作
曲
を
編
入
し
た

の
は

た
ゞ
一

曲
「
五
倫
」
（
初

編
）
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

「
父
子
親
あ
り
、
君
臣
義
あ
り
、
夫
婦
別
あ
り
、
長
幼
序
あ
り
、
朋
友
信
あ
り
」

と
そ

の
歌
意
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
が
通
謬
官
御
用
掛
文
學
士
岡
倉
覺
三
に
就

き
其
意
を
尋
ね
、
千
思
萬
考
の
末
作
曲
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
ゐ
る。

一
、
作
曲
の
奨
勘
。
日
本
人
作
曲
を
奨
勘
す
る
こ
と
甚
だ
熱
心
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
例
と
し

て
御
用
掛
芝
葛
鎮
の
「
大
和
撫
子
」

「
五
常
の
歌
」
が
あ
る
。

共
に
初
編
に
編
入
さ
れ
た
雅
架
調
唱
歌
で
、
メ
ー
ソ

ン
の
稲
讃
措
く
あ
た
は
ざ

る
も
の
あ
り
、
前
者
は
米
國
の
音
架
雑
誌
に
登
載
し
た
位
ひ
で
あ
っ

た
。
又
伊

澤
先
生
は

「
皇
御
國
」

（加
藤
司
書
、
加
部
厳
夫
作
詞
、

第
二
編
中
）
を
壼
越
調

律
旋
で
作
曲
し
た
。
こ
の
曲
は
非
常
に
立
派
な
曲
で
メ
ー
ソ
ン
を
し
て
感
服
せ

し
め
た
。
之
等
の
人
々
及
そ
の
後
の
人
々
が
幾
多
の
新
作
唱
歌
の
名
曲
を
後
世

に
遺
し
た
こ
と
は
メ
ー
ソ
ン

の
奨
勘
に
因
を
な
し
て

ゐ
る
と
も
言
へ
よ
う
。

ヒ
ー
フ
ー
ミ
ー

一
、
唱
歌
練
習
に
調
名
に
は

「
い
ろ
は
」

を
附
し
階
名
に
は
―
二
三
を
以
て

し
た
。

一、

教
授
の
準
備
。

氏
は
朝
餐
前
、
夕
食
後
に
餘
暇
の
あ
る
限
り
、
教
材
を

自
ら
作
製
し
た
。
又
ピ
ア
ノ
の
調
律
を
行
っ
た
。
着
任
後
文
部
省
交
附
の
ピ
ア

ノ
十
三
壼
が
箱
詰
の
ま
A

昌
平
館
に
保
存
し
て
あ

っ
た

の
で
、
そ
れ
を
調
律
し

た
の
で
あ
っ
た
。
尚
文
部
省
競
操
練
習
所
に
も
一

ギ写
ピ
ア
ノ
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
も
よ
く
面
倒
を
見
に
出
掛
け
て
ゐ
た
。

一、

オ
ル
ガ
ン
の
製
造
組
立
を
博
授
し
た
。
こ
れ
が
我
図
洋
架
器
製
造
の
最

初
で
あ
っ
た
。
勿
論
伊
澤
先
生
の
方
針
に
従

っ
た
の
で
あ
る
が
、
十
三
年
か
ら

試
作
し
て

ゐ
た
。

一、

御
前
演
奏。

明
治
十
四
年
五
月
二
十
四
日
皇
后
陛
下
東
京
女
子
師
範

學
校
に
行
啓
あ
ら
せ
ら
れ
た
る
際
、
氏
は
特
に
拝
謁
仰
付
け
ら
れ
、
優
渥
な
る

令
旨
を
賜
は

っ
た
。

一
、
本
邦
音
楽
の
嗜
好
。
我
國
雅
俗
の
音
楽
に
理
解
を
も

つ
て

ゐ
た
。
特
に

等
の
大
家
山
勢
松
韻
と
は
仕
事
の
上
で
密
接
な
開
係
に
あ
っ

た
。
松
韻
作
「
新

晒
」
荒
木
古
童
の
「
鹿
遠
音
」
を
聴
い
て
驚
歎
し
て
ゐ
る
。
明
治
十
五
年
某

月
、
米
國
軍
艦

「リ
チ
モ
ン
ド
」
が
横
濱
港
へ
来
た
際
な
ど
、
松
韻
古
童
等
七、

八
名
を
連
れ
て
軍
艦
を
訪
問
、
日
本
音
架
の
紳
技
を
賞
讃
紹
介
し
た
。
そ
の
た

め
に
彼
は
五
拾
圏
程
自
費
を
投
じ
て

ゐ
る
。

一、

数
育
熱
心
で
あ
っ

た
彼
は
、
夏
休
み
に
旅
行
許
可
を
得
て
日
光
中
膊
寺

〔
マ
マ
〕

湖
畔
に
避
暑
し
た
が
、
夏
授
業
を
な
す
小
學
校
へ

出
掛
け
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
で
唱
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歌
を
敦
え
て
ゐ
る
。

一、

架
器
、
架
譜
の
寄
賑
。
蹄
國
に
際
し
、
所
蔵
の
楽
器
、
ピ
ア
ノ
一
壼
、

オ
ル
ガ
ン
五
壼
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
各
一
個
を
分
典
し
て
し
ま
つ
て
、

自
分
は
一
個
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
携
へ
て
蹄
國
し
た
程
、
清
廉
無
慾
の
君
子
で

あ

っ
た
。
蹄
國
後
も
女
子
師
範
學
校
附
麗
幼
稚
園
に
多
く
の
恩
物
を
寄
送
し
て

来
て
ゐ
る
。

大
正
二
年
(
-
九
一
三
）
＋
一
月
十
五
日
、
東
京
市
長
は
東
京
市
立
日
比
谷
図
書

館
主
幹
守
屋
三
郎
に
対
し
、
外
国
人
で
わ
が
国
に
功
労
の
あ
っ
た
人
々
を
選
出
し
、

そ
の
人
の
履
歴
ま
た
は
小
伝
を
作
成
し
て
日
比
谷
図
書
館
に
保
存
す
る
よ
う
命
じ

た
。
音
楽
関
係
者
で
は
メ
ー
ソ
ン
、
デ
ィ
ッ

ト
リ
ヒ
、
ユ

ン
ケ
ル
で
、
メ
ー
ソ
ン

に
つ
い
て
は
叙
勲
の
た
め
の
調
査
書
を
も
と
に
作
成
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ

て
い

る。
日
比
谷
図
書
館
作
成
「
メ
ー
ソ

ン
氏
功
績
」

メ
ー
ソ
ン
氏
ハ
明
治
十
三
年
三
月
来
朝
シ
音
架
教
師
ト
シ
テ
文
部
省
二
雇
入

ラ
レ
音
楽
取
調
掛
長
伊
澤
修
ニ
ノ
命
ヲ
受
ケ
唱
歌
ノ
編
纂
二
従
事
セ
リ
是

レ
ヲ

教
育
的
唱
歌
ノ
嘴
矢
ト
ス

氏
ノ
初
テ
来
朝
ス
ル
ャ
直
チ
ニ
東
京
師
範
學
校
同
附
属
小
學
校
女
子
師
範
學

校
同
豫
科
同
附
属
小
學
校
幼
稚
園
並
二
學
習
院
等
二
於
テ
自
カ
ラ
生
徒
児
童
二

唱
歌
ノ
教
授
ヲ
ナ
セ
リ
而
シ
テ
当
時
未
タ
一
人
ノ
助
教
ア
ラ
ス
継
カ
ニ
通
辮
ノ

カ
ヲ
藉
リ
テ
一
身
敷
校
ノ
教
授
ヲ
捲
任
セ
シ
ハ
決
シ
テ
容
易
ノ
業
ニ
ア
ラ
ス
況

ン
ヤ
氏
来
朝
日
尚
浅
ク
風
俗
自
カ
ラ
異
ナ
ル
所
ア
リ
人
情
隧
テ
同
ジ

カ
ラ
サ
ル

所
ア
リ
其
人
情
同
ジ
カ
ラ
ス
風
俗
異
ナ
ル
所
二
於
テ
新
二
試
設
ノ
學
術
ヲ
授
ク

又
決
シ
テ
容
易
ノ
業

ニ
ア
ラ
ス

氏
ハ

國
家
二
封
シ
テ
ハ
誠
忠
個
人
二

封
シ

テ
ハ
敬
愛
其
ノ
為
人
ヤ
所
謂
有
道

〔
マ
マ
〕

ノ
君
子
ナ
リ
其
在
職
年
間
ハ
僅
二
二
年
九
ヶ
月
（
従
明
治
十
三
年
二
月
至
同
十

〔
マ
マ
〕

五
年
十
月
）
二
過
ギ
ス

ト
雖
本
邦
教
育
的
音
楽
ノ
創
制
二

当
リ
其
基
礎
ヲ
立
テ

其
賓
効
ヲ
顕
シ

ヽ
コ
ト
ニ

至
リ
テ
ハ
其
功
績
賓
二
著
大
ナ
リ
ト
ス

,..,.,_.......．が9^~9・＾‘-一ゥ·~”•~•ャ•,.......,..... ,,.....,.....•9•、..．，．．...．...，．,．.．,．，．． t• • • 7 

--：／ • • 9~ •・．．．．．．．・ ・ ・・ニ、こ、．；．＾ ヽン心•一｀ ・-・ ・ ふ •. , 

フランツ ・エッケルト教師

〔手
書
き
〕

（『
外
國
人
敦
師
閥
係
書
類
』
明
治
三
十
二
年
ー
大
正
十

一
年
）

（
二
）
フ
ラ
ン
ツ
・
エ
ッ
ケ
ル
ト

F
r
a
n
z
E
c
k
e
r
t
 

月
五
日
）
i
-
九
一
六
年
（
八
月
六
日
）

一
八
五
二
年
（
四

ド
イ
ツ
人
フ
ラ
ン
ツ

・エ

ッ
ケ
ル
ト
は
宮
内
省
の
『
式
部
職
欧
州
音
楽
教
師
雇
入

録
I
』
（自
明
治
九
年
至
三
十
二
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
十
二
年
春
、
海
軍
軍
楽
隊
教

師
と
し
て
来
日
、
ド
イ

ツ
・
。フ
ロ
シ
ア
国
シ
ュ
レ
ジ
ア
州
出
身
、
月
俸
二
百
円
で
最

初
は
二
年
間
の
契
約
で
あ
っ
た
が
、
数
回
更
新
し
て
い
る
。
住
居
は
来
日
当
時
芝
公

園
内
か
ら
十
七
年
頃
に
芝
区
伊
皿
子
町
六
十
七
番
地
に
転
居
し
た
。
音
楽
取
調
掛
に

は
明
治
十
六
年
二
月
か
ら
十
九
年
三
月
ま
で
海
軍
省
と
の
兼
務
で
出
向
し
た
。
彼
の

受
持
は
管
弦
楽
、
和
声
、
楽
曲
制
作
で
、
毎
週
火
木
の
午
後
指
甜
に
当
っ

た
。
エ
ッ
ケ

ル
ト
の
雇
い
入
れ
に
関
し
て
は
、
メ
ー
ソ
ン
の
解
雇
に
先
立
ち
準
備
さ
れ
て
い
た
。

次
の
文
章
は
海
軍
卿
河
村
純
義
へ
宛
て
た
交
渉
文
で
あ
る
。
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